
英 語 科 目 名

対象学年・専攻等

担 当 教 員 名 ○

・社会科学の実験法に関する入門書を用い、実験の重要性に関して講義する。
・代表的な研究論文をいくつか取り上げて、それを講読し、そこにおける実験
の意義について討論する。
・実際に社会科学実験を体験する。

特  記  事  項

教科書・参考書等

授  業  計  画

成績評価の基準と方法

履 修 条 件 等

授 業 の 目 標

参考書や参考文献は、講義の中で適宜紹介する。

到  達  目  標
社会科学の研究における実験の必要性についての一般的認識を得る社会科学実験の計
画法について学ぶ。

授業への参加、１～２回の発表、および期末レポートによって評価する。

社会科学の研究では、実験を通じて、ある制度や人間性に関する理論モデルの妥当性
を評価し、そしてその結果をもとにさらにそのモデルを洗練していく過程が極めて重
要である。本授業科目では、社会科学の実験法に関する入門書、実証実験をもとにし
た研究論文、および体験実験を通じ、社会科学実験の意義についてわかりやすく解説
し、社会科学において実験が果たす役割について討論する。

ishii@let.hokudai.ac.jp4160

単    位    数

氏　　名

4157 Toshio@let.hokudai.ac.jp

単 位２

所　　属

開講期等

授 業 科 目 名

Introduction to Experimental Research in Social Sciences

　e-mail

全研究科等の修士、専門職学位及び博士課程の学生

・第１学期 （４月７日～７月２８日)

    （毎週月曜日３講時)

　氏名冠頭の ○ は，単位認定（成績評価）の責任者

シ　　　ラ　　　バ　　　ス

北海道大学大学院共通授業科目

授業の種類
（時間数）

・講　義　（ 　３０　 時間）実験社会科学入門

内線電話部屋番号

山岸　俊男  社会科学実験研究センター 文学研究科E407

 社会科学実験研究センター 文学研究科E303石井　敬子


